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われてきた。[1]は PFM 方式の DC-DC コンバータについて、負荷電流やスイッチング周波数の
変化にほぼ影響を受けず常に高い変換効率を維持する制御方式を提案し、その最適化の方法も示
した。[2]は DC-DC コンバータの損失を徹底的に解析し、PFM 方式及び PWM 方式の混合制御
を提唱し、それぞれのスイッチング周波数の最適化の計算方法を示した。しかし、PWM 方式に
おいて、各入力電圧及び負荷電流に対してのスイッチング周波数の最適化について提案がなく、
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